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京大広報 1987. 3. 1 
うこと。
巴．諸外国の大学のカリキュラムや間際交流機

















































































































































































京大広報 1987. 3. 1 
設立以来，センターでは大型の汎用計算
占幾システムを j淳入し， TSS （タイムシェ
アリング ・システム）を中心に迎用してい
る。 TSSは，一人の学生が l台の端末装
置を占有して対話的に計算機を利用するも
ので，パッチ（一括）処理が中心であった
センター設立当時，学生の教育用としてこ
れは画期的なものであった。以後，数度の
機種の更新を経て，現在は，最新の超大型
システム，日立M-680Hシステムを運用し
ている。端末の数は設立当時より絡段に増
加しており，しかも，分散処理の考え方を
とりいれ，すべての端末がし、わゆるパソコンとし
ての機能を持っていることが，現在のシステムの
大きな特徴である。パソコンの技術進歩に伴って
性能と使い勝手が向上し，初心者のための導入教
育には，汎用の大型機より小型のノミソコンの方が
むしろ好ましい機能を持っているのである。以前
のパッチから TSSへの変造に匹敵する流れとし
て，注目されている。
いまひとつ，現在のシステムの特徴としてあげ
られるのは，端末装置の約半数を木部キャンパス
外の部局（設，理，医，楽の各学部および医療技
術短期大学部）に分散配置していることである。
20なしし30台ずつの端末を各部局の端末室に設置
し，それぞれ光空間伝送システムや構内回線など
でセンターの計算機システムに接続している。昭
和62年度からは，教養部にも60台の端末を設置
し，これを光ファイパーで接続する予定である。
これらの端末装置を合わせるとセンターの計算機
システムの端末装置は300台を超える。
センターは，現在，ほぼ全学音j），教養部，医療
技術短期大学部の授業で利用されており，年間の
登録科目数は約60科目にのぼる。また利用学生数
の延べ人数は約4,000名の水準に述している。学
部，学科によりセンタ一利用状況にばらつきはあ
るが，単純計算では，各学生は在学4年間に l度
は七 ンターの計算機を利用していると言える。利
用の傾向としては，当初の理工系学部中心から文
化系を含む全学レベルへと拡大しているというこ
とがあげられる。文科系学部での利用は，数の上
ではそう多くないが，学生の意欲 ・意識のうえで
次第に一般化してきていることがうかがえる。
演習室内のパソコン端末を利用した授業風景
また，センターでは昭和58年度より，おもに文
化系学部の学生を対象とした共通授業科目を独自
に開講している。これは，前期がセンターの教官
と学部からの講師による，いわゆるオムニパス形
式の講義，後期がセンターの教官による計算機実
習である。この科目はセンターの自主的な運用に
よるものであるが，単位の認定は，受講学生の所
属する学部の判断によるものとしている。本科目
に対する学生の受講希望は非常に多いが，教室の
定員などの関係で，希望者全員を受け入れる訳に
はいかず，やむをえず抽選により受講者数を制限
（約200名）している。
現代の社会では，好むと好まざるとにかかわら
ず，計算機と何らかのかかわり合いを持たなくて
はならなくなってきている。計算機に対する偏り
のない知識，判断能力を身につけることは現代人
としての素養でもある。したがって，このための
教育活動を支援するセンターの使命もここ しばら
くの聞は大きいと言わざるをえなし、。しかしなが
ら，パソコンに象徴されるような計算機技術の進
歩と普及により，計算機が特別のものでなくなる
につれ，センターの役割もおのずから変化してく
るものと考えられる。おりしも，学内において
は，情報学部や学内情報ネットワークなどの構想
が進められており，これらはセンターの今後にも
大きな影響を与えるものであると予想される。学
内の情報処理教育の体系化などの課題もふくめ，
今後，積極的にこれらの問題に取り組んでいく必
要があるとセンターでは考えている。
（情報処理教育センター）
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